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生涯学習・学校野生動物・マイナンバー

野生動物対策の状況 問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの

ホットな情報をお届けします。
問　教育委員会社会教育担当

　　　　　　　　　　　　☎　56‐2183

村営プール開放中！
　現在、 村営中央プール ・ トマムプールを開放してい
ます。 暑い夏を乗り切るため、 また、 運動不足解消
にプールを利用してみませんか？皆さんのたくさんの
ご利用をお待ちしています。
　また、 新型コロナウイルス感染症対策を実施してお
ります。 ご利用の際は以下の内容についてのご理解
とご協力をお願いします。

地域とともに
　６月７日（火）、本校の平塚支援員と占冠村学校支援ボランティアの安居さん
を講師として、「山菜学習」を行いました。学校の周りを歩き、山菜の見分け方
や名前を教えてもらい、オオウバユリやヨモギ、ウド、フキ、ヤマブドウの葉な
どを収穫しました。収穫後は調理してもらい，給食の時間にみんなで山の恵みを
味わいました。

問　教育委員会学校教育担当
　　　　　　　　　　　　☎　56‐2182

コミュニティ・スクール情報
　　　～トマム学校～

　６月14日（火）には特別活動として、学校花壇に花植えをしました。
学校環境美化のために花壇を整備する活動を通して、勤労や社会奉仕の
尊さや意義を実感することが目標です。植えた花は、マリーゴールドと
サルビア等です。栽培に詳しい平塚支援員から、花の植え方、水やりを
学び、全校10人と教職員で協力して、円形の綺麗な花壇を完成させる
ことができました。今後は、毎週木曜日の朝に花壇の草抜きなど手入れ
をしていきますので、トマム学校の前を通る機会がありましたら、ぜひ、
前庭の花壇をご覧ください。

　７月４日（月）は「自然体感占冠」でした。モカムカの橋本さん
や役場林業振興室の浦田さんにご協力いただき、鵡川から八戸沢川
を探索しました。教職員と保護者の方も参加し、トマムの自然を満
喫することができました。

～トマム学校では、自然と共生した学習を行っています～自然体感占冠自然体感占冠

【村営中央・トマム水泳プール】
・開放期間：８月下旬まで（予定）
・開放時間：13：00から17：00まで
　※水温の低下等により予告なくクローズする場
　　合があります
　※幼児の利用は保護者同伴でお願いします
　※利用の際は大人・子供を問わず水泳帽を着用
　　してください

・ 発熱、 かぜ症状のある方はご利用をお控えください。
・ 遊泳中は他の人との距離を十分にとり、 大声等を出
さないようにしてください。
・ 利用の前に手指の消毒や検温
にご協力をお願いします。
・ 密集を避けるため、 更衣室へ
の入室人数を制限させていた
だく場合があります。

ルールを守って
　ご利用ください！

　７月下旬から９月にかけて地方公共団体情報システム機構（Ｊ－ＬＩＳ）からマイナンバーカードを
申請するために必要な交付申請書（ＱＲコード付き）が順次送付されます。
　マイナンバーカードの発行を希望する方は、届いた申請書を用いて郵送申請やスマートフォンなどに
よるオンライン申請が可能となりますのでご利用ください。 
　マイナポイント（最大２０,０００円分）の付与対象となるマイナンバーカードの
申請は令和４年９月末までとなっております。この機会に申請してみてはいかかで
しょうか。

　（１）令和３年10月31日時点で75歳以上の方
　　　  ※令和３年度に後期高齢者広域連合会より、交付申請書が送付されているため
　（２）令和４年中に出生、国外から転入された方
　　　  ※個人番号通知書と一緒に交付申請書が送付されるため
　（３） 在留期間の定めのある外国人住民の方

マイナンバーカードをお持ちでない方へ

マイナンバー交付申請書マイナンバー交付申請書が再送付されます

問　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎　0120‐95‐0178

○送付対象者
　マイナンバーカードをお持ちでない方。ただし、次の方には送付されません。

　出産期からひと月ほど経過し、子ジカを見かける
ようになりました。子ジカもメスなら早ければ来年
に交尾、再来年には出産すると思えば恐るべき情景
ですが、可愛らしい姿や仕草に心が和みます。村の
６月の駆除捕獲54頭のうち、20頭が２歳以上のメ
スでした。相応の子ジカが母を喪って死亡している
と思われます。
　上トマムの市街地に居ついていた人慣れジカの案
件は、追い払いに成功せず、捕獲で収拾しました。

　６月下旬から７月15日現在までのところ、住宅
や生活道路近くでのヒグマの活動は、上トマムや上
双珠別で増えており、昨年夏とほぼ同じ傾向です。
ただ、その頻度はやや低く、関与する個体数もまだ
少なめであると見ています。

過去の対応実績からも、追い払
い等でヒグマの所在を制御する
ことは不確実性が高く、当面は
私たち個々が、ヒグマを意識し
た行動を心掛け、事故を防いで
いくことが重要になります。村
は判断の根拠となる情報の収集
に平素から努めており、捕獲に
ついても、状況によっては果断
に行わねばと考えています。
　６月のヒグマミーティングに
続き、７月は中央小学校でヒグ
マ教室を開講できました。また、
酪農学園大学と村内有志によ
りトマムで冬眠穴調査も行いま
した。改めて詳しくご紹介でき
ればと思います。私たちがヒグ
マのことをよく知るための取組
を、皆さまとともに、これから
も続けてまいります。

　４月以降の捕獲は12頭と、昨年同期間より多い
のですが、大半が酪農大の成果です。従来希薄だっ
た上トマムの生息情報が、このところ増えています。

金山峠６月30日

上トマム７月５日

中央小学校７月11日

アライグマ

ヒグマ

エゾシカ


